
(57)【要約】

【課題】遮蔽効果を向上させると共に、安価なツイスト

ペアケーブルを提供する。

【解決手段】本発明のツイストペアケーブルにおける遮

蔽層４は、押え巻層３の外周に設けられる内部遮蔽層４

１と、内部遮蔽層４１の外周に設けられる外部遮蔽層４

２とを備えている。

　内部遮蔽層４１は、それ自身の金属箔を外側に向けて

例えば１／４以上のラップで重ね巻きされた片面金属箔

ラミネートプラスチックテープで構成され、外部遮蔽層

４２は、片面金属箔ラミネートプラスチックテープの側

縁部分を覆う如く、例えば１／４以上のラップで重ね巻

きされた両面金属箔ラミネートプラスチックテープで構

成されている。

　【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 対 撚 線 の 集 合 体 の 外 側 に 遮 蔽 層 を 設 け 、 前 記 遮 蔽 層 の 外 周 に シ ー ス を 備 え る ツ イ
ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に お い て 、
　 前 記 遮 蔽 層 は 、 前 記 集 合 体 の 外 周 に 巻 回 さ れ た 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ か
ら 成 る 内 部 遮 蔽 層 と 、 前 記 内 部 遮 蔽 層 の 外 周 に 設 け ら れ 、 前 記 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ
ッ ク テ ー プ の 重 ね 巻 部 分 の 隙 間 を 低 減 す る た め の 外 部 遮 蔽 層 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 外 部 遮 蔽 層 は 、 前 記 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 側 縁 部 分 を 覆 う 如 く 巻
回 さ れ た 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ と 、 前 記 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク
テ ー プ の 金 属 箔 の 合 計 の 厚 さ は 、 ０ .０ ３ ～ ０ .０ ７ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 遮 蔽 層 に は 、 ド レ ン ワ イ ヤ ー が 電 気 的 に 接 触 す る よ う に 縦 添 え さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か １ 項 記 載 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 外 部 遮 蔽 層 は 、 金 属 導 線 の 編 組 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ツ イ ス ト
ペ ア ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 金 属 導 線 の 編 組 の 密 度 は 、 ８ ５ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の ツ イ
ス ト ペ ア ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 金 属 導 線 の 素 線 径 は ０ .１ ２ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の ツ イ
ス ト ペ ア ケ ー ブ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に 係 り 、 特 に 、 Ｌ Ａ Ｎ （ Local Area Network） の 伝 送
に お い て 、 サ ー バ ル ー ム 、 デ ー タ セ ン タ ー 、 医 療 分 野 お よ び Ｆ Ａ （ Factory Automation S
ystem） 関 連 等 の よ う な 、 厳 し い イ ミ ュ ニ テ ィ （ Immunity： 妨 害 耐 性 ） と Ｅ Ｍ Ｉ （ Electro
 Magnetic Interference） の 対 策 が 求 め ら れ る 場 合 に 好 適 す る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 こ の 種 の Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル と し て 、 図 ９ に 示 す よ う な 構 成 の も
の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 同 図 に お い て 、 従 来 の Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル は 、 そ れ ぞ れ 異 な る ピ ッ チ で よ り
合 わ せ て 成 る ４ 対 の 対 撚 線 １ の 集 合 体 ２ の 外 周 に 順 次 設 け ら れ た 押 え 巻 ３ 、 遮 蔽 層 ４ お よ
び シ － ス ５ と で 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 中 、 符 号 ６ は 、 導 体 ６ １ の 外 周 に 絶 縁 体 ６ ２ を
設 け て 成 る 絶 縁 コ ア 線 、 ７ は ド レ ン ワ イ ヤ ー を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 上 記 の 遮 蔽 層 ４ は 、 Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に お い て 、 イ ミ ュ ニ テ ィ と
Ｅ Ｍ Ｉ 対 策 が 求 め ら れ る 場 合 に 設 け ら れ る も の で 、 こ の よ う な 遮 蔽 層 ４ と し て は 、 （ イ ）
例 え ば ア ル ミ テ ー プ と ポ リ エ ス テ ル テ ー プ を 積 層 し て 成 る 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ
ッ ク テ ー プ を 、 金 属 箔 を 外 側 に 向 け て 集 合 体 の 外 周 に 巻 回 し た も の 、 （ ロ ） 片 面 金 属 箔 ラ
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ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 巻 回 層 の 上 に さ ら に 金 属 編 組 を 設 け た も の 、 （ ハ ） 金 属 箔
と 高 磁 性 体 の 複 合 テ ー プ を 集 合 体 の 外 周 に 巻 回 し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 構 成 の Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に お い て は 、 次 の よ う
な 難 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 先 ず 、 （ イ ） の 遮 蔽 層 に お い て は 、 工 場 内 等 で の 劣 悪 な イ ミ ュ ニ テ ィ 環 境 下 で は 十 分 な
遮 蔽 効 果 が 得 ら れ ず 、 信 号 伝 送 の 不 具 合 が 発 生 す る 虞 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 （ ロ ） の 遮 蔽 層 は 、 （ イ ） の 遮 蔽 構 造 よ り も 遮 蔽 特 性 が 優 れ て い る も の の 、 編 組
密 度 が 低 い （ ６ ０ ％ 程 度 ） と 高 周 波 帯 域 で は 編 組 の 網 目 か ら ノ イ ズ が 漏 洩 し （ 若 し く は ノ
イ ズ が 侵 入 し ） 、 十 分 な 遮 蔽 効 果 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 （ ハ ） の 遮 蔽 層 に お い て は 、 高 磁 性 体 の テ ー プ が 高 価 で あ る た め 、 割 高 に な る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ６ ４ ０ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 難 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 遮 蔽 層 の 二 層 化 お よ び 遮 蔽 層
の 隙 間 の 低 減 を 図 る こ と に よ り 、 遮 蔽 効 果 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 磁 性 体 テ ー プ を 使 用 し た
ケ ー ブ ル よ り も 安 価 な ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 で あ る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル は 、 複 数 の 対 撚 線 の 集 合 体 の 外 側 に 遮
蔽 層 を 設 け 、 遮 蔽 層 の 外 周 に シ ー ス を 備 え る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に お い て 、 遮 蔽 層 は 、
集 合 体 の 外 周 に 巻 回 さ れ た 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ か ら 成 る 内 部 遮 蔽 層 と 、
内 部 遮 蔽 層 の 外 周 に 設 け ら れ 、 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 重 ね 巻 部 分 の 隙 間
を 低 減 す る た め の 外 部 遮 蔽 層 と を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 で あ る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に お い て 、 外 部 遮 蔽 層
は 、 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 側 縁 部 分 を 覆 う 如 く 巻 回 さ れ た 両 面 金 属 箔 ラ
ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ で 構 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 、 第 ２ の 態 様 で あ る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に お い て 、 金 属 箔 ラ ミ
ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ と 、 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 金 属 箔 の 合 計
の 厚 さ は 、 ０ .０ ３ ～ ０ .０ ７ ｍ ｍ と さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 乃 至 第 ３ の 態 様 の 何 れ か の 態 様 で あ る ツ イ ス ト ペ
ア ケ ー ブ ル に お い て 、 遮 蔽 層 に は 、 ド レ ン ワ イ ヤ ー が 電 気 的 に 接 触 す る よ う に 縦 添 え さ れ
て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 で あ る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に お い て 、 外 部 遮 蔽 層
は 、 金 属 導 線 の 編 組 か ら 成 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 態 様 は 、 第 ５ の 態 様 で あ る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に お い て 、 金 属 導 線 の
編 組 の 密 度 は 、 ８ ５ ％ 以 上 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 本 発 明 の 第 ７ の 態 様 は 、 第 ６ の 態 様 で あ る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に お い て 、 属 導 線 の 素
線 径 は ０ .１ ２ ｍ ｍ 以 下 と さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 乃 至 第 ７ の 態 様 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に よ れ ば 、 遮 蔽 層 の 二 層 化
お よ び 遮 蔽 層 の 隙 間 の 低 減 を 図 る こ と に よ り 、 遮 蔽 効 果 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 磁 性 体 テ ー
プ を 使 用 し た ケ ー ブ ル よ り も 安 価 な ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル を 適 用 し た 実 施 の 形 態 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 横 断 面 図 を 示 し て い る
。 な お 、 同 図 に お い て 、 図 ９ と 共 通 す る 部 分 に は 同 一 の 符 号 が 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に お い て 、 本 発 明 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル は 、 例 え ば ４ 対 の 対 撚 線 １ を 撚 り 合 わ せ
て 成 る 集 合 体 ２ と 、 集 合 体 ２ の 外 周 に 順 次 設 け ら れ た 不 織 布 な ど に よ る 押 え 巻 層 ３ 、 後 述
す る 遮 蔽 層 ４ お よ び 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 や ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 の 押 出 被 覆 な ど に よ り 形 成 さ れ る
シ － ス ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 対 撚 線 １ は 、 軟 銅 撚 線 や 錫 め っ き 軟 銅 撚 線 等 の 可 撓 性 を 有 す る 導 体 ６ １ の 外 周 に ポ リ
エ チ レ ン 樹 脂 か ら 成 る 絶 縁 体 ６ ２ を 設 け て 成 る 絶 縁 コ ア 線 ６ を ２ 本 撚 り 合 わ せ た も の で 構
成 さ れ 、 各 対 撚 線 １ は そ れ ぞ れ 異 な る ピ ッ チ で よ り 合 わ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 遮 蔽 層 ４ は 、 押 え 巻 層 ３ の 外 周 に 設 け ら れ た 内 部 遮 蔽 層 ４ １ と 、 内 部 遮 蔽 層 ４ １ の 外 周
に 設 け ら れ 、 後 述 す る 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 重 ね 巻 部 分 の 隙 間 を 低
減 す る た め の 外 部 遮 蔽 層 ４ ２ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 内 部 遮 蔽 層 ４ １ は 、 そ れ 自 身 の 金 属 箔 を 外 側 に 向 け て 例 え ば １ ／ ４ 以 上 の ラ ッ プ で 重 ね
巻 き さ れ た ア ル ミ テ ー プ 等 の 金 属 箔 に ポ リ エ ス テ ル テ ー プ 等 の プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 積 層
し た 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ で 構 成 さ れ 、 外 部 遮 蔽 層 ４ ２ は 、 内 部 遮 蔽
層 を 構 成 す る 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 側 縁 部 分 を 覆 う 如 く 、 例 え ば １
／ ４ 以 上 の ラ ッ プ で 重 ね 巻 き さ れ た ポ リ エ ス テ ル テ ー プ 等 の プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 両 面 に
ア ル ミ テ ー プ 等 の 金 属 箔 を 積 層 し た 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ で 構 成 さ れ
、 こ の 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 巻 回 層 の 内 周 に は 長 手 方 向 に 沿 っ て 金
属 箔 と 電 気 的 に 接 触 す る よ う に ０ .４ ～ ０ .５ ｍ ｍ 程 度 の 錫 め っ き 軟 銅 線 な ど か ら 成 る ド レ
ン ワ イ ヤ ー ７ が 縦 添 え 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 外 部 遮 蔽 層 と し て 、 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 使 用 す る 場 合
、 内 部 遮 蔽 層 を 構 成 す る 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ と 、 外 部 遮 蔽 層 を 構 成
す る 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 金 属 箔 の み の 合 計 の 厚 さ （ 以 下 「 金 属 箔
の 合 計 厚 」 と い う 。 ） は 、 ０ .０ ３ ～ ０ .０ ７ ｍ ｍ に す る こ と が 好 ま し い 。 金 属 箔 の 合 計 厚
を ０ .０ ３ ｍ ｍ 以 上 と し た の は 、 ０ .０ ３ ｍ ｍ 未 満 で は 、 Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の
適 用 周 波 数 帯 域 に お い て 十 分 な 遮 蔽 効 果 を 発 揮 さ せ る こ と が 困 難 で あ り 、 ま た 、 高 周 波 に
お け る 減 衰 量 特 性 が 損 な わ れ る か ら で あ る 。 ま た 、 金 属 箔 の 合 計 厚 を ０ .０ ７ ｍ ｍ 以 下 と
し た の は 、 金 属 箔 の 合 計 厚 が ０ .０ ７ ｍ ｍ を 超 え る と Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 可
撓 性 が 損 な わ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 遮 蔽 層 ４ を 上 記 の よ う に 二 層 構 成 に し た 理 由 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 先 ず 、 Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 効 果 は 、 遮 蔽 層 の 厚 さ や 材 質 よ り も 、 金 属
箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 重 な り 部 分 に よ る 隙 間 の 影 響 が 大 き い こ と が 知 ら れ て
い る 。 そ こ で 、 従 来 の 一 層 構 成 の 遮 蔽 層 （ 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 巻
回 層 ） 上 に 、 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 、 内 部 遮 蔽 層 の テ ー プ の 重 な り
部 分 を 覆 う よ う に 例 え ば １ ／ ４ 以 上 の ラ ッ プ で 重 ね 巻 す る か 、 ま た は ８ ５ ％ 以 上 の 密 度 か
ら な る 軟 銅 線 、 ま た は 錫 め っ き 軟 銅 線 の 編 組 を 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ
の 上 か ら 施 す こ と で 、 高 磁 性 体 テ ー プ を 使 用 し た 場 合 よ り も 遥 か に 安 価 で 、 か つ 従 来 以 上
の 遮 蔽 性 能 を 有 す る Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 外 部 遮 蔽 層 ４ ２ と し て の 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 重 ね 巻 き に
し て い る の は 、 例 え ば 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 縦 添 え し た 場 合 に は 、
Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に 曲 げ や 屈 曲 が 加 わ る と 内 部 遮 蔽 層 ４ １ と し て の 片 面 金 属
箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 重 な り 部 分 に 隙 間 が 発 生 し 易 く 、 こ の た め 、 両 面 金 属
箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 重 ね 巻 き す る こ と で 、 重 な り 部 分 に お け る 隙 間 の 発 生
を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 横 断 面 図 を 示 し て い る
。 な お 、 同 図 に お い て 、 図 １ と 共 通 す る 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 実 施 例 に お い て は 、 図 １ に 示 す 外 部 遮 蔽 層 ４ ２ と し て の 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ
ス チ ッ ク テ ー プ お よ び ド レ ン ワ イ ヤ ー ７ に 代 え て 、 内 部 遮 蔽 層 ４ １ の 外 側 に 、 外 部 遮 蔽 層
４ ２ と し て の 錫 め っ き 軟 銅 線 等 か ら 成 る 金 属 導 線 の 編 組 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 金 属 導 線 の 編 組 の 密 度 は 、 ８ ５ ％ 以 上 と す る こ と が 好 ま し い 。 編 組 の 密 度 が ８
５ ％ 未 満 で は 編 組 の 網 目 部 分 に 隙 間 が 残 り 、 高 周 波 数 帯 に な る ほ ど 当 該 部 分 か ら の ノ イ ズ
の 漏 れ や 侵 入 が 発 生 し 易 く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 金 属 導 線 の 素 線 径 は ０ .１ ２ ｍ ｍ 以 下 と す る こ と が 好 ま し い 。 素 線 径 が ０ .１ ２ ｍ
ｍ を 越 え る と 、 ケ ー ブ ル の 外 径 が モ ジ ュ ラ コ ネ ク タ の 使 用 を 想 定 し た 場 合 の 上 限 （ メ ー カ
ー に よ り 差 が あ る が ６ ～ ７ ｍ ｍ 程 度 ） に お さ め る こ と が 難 し く 、 ケ ー ブ ル の 可 撓 性 も 損 な
わ れ 易 く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ は 、 押 え 巻 層 の 外 周 に 遮 蔽 層 を 設 け て い な い 、 い わ ゆ る 無 遮 蔽 構 造 の 従 来 の ツ イ ス
ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性 、 図 ４ は 、 押 え 巻 層 の 外 周 に 一 層 の 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ
ス チ ッ ク テ ー プ を 巻 回 し た 従 来 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性 、 図 ５ は 、 押 え 巻 層 の
外 周 に 金 属 箔 と 高 磁 性 体 の 複 合 テ ー プ を 巻 回 し た 従 来 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性
、 図 ６ は 、 押 え 巻 層 の 外 周 に 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 巻 回 し 、 さ ら に
こ の 上 に 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 巻 回 し た 従 来 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ
ル の 遮 蔽 特 性 、 図 ７ は 、 押 え 巻 層 の 外 周 に 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 巻
回 し 、 さ ら に こ の 上 に 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 巻 回 し た 本 発 明 の 第 １
の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性 、 図 ８ は 、 押 え 巻 層 の 外 周 に 片 面 金 属
箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 巻 回 し 、 さ ら に こ の 上 に 密 度 が ９ ５ ％ の 金 属 銅 線 の 編
組 を 設 け た 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性 を そ れ ぞ れ 示
し て い る 。 な お 、 こ れ ら の 図 に お い て 、 横 軸 は 周 波 数 （ Ｍ Ｈ ｚ ） 、 縦 軸 は 放 射 電 力 （ ｄ Ｂ
μ Ｖ ） を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ ～ 図 ６ か ら 、 無 遮 蔽 構 造 （ 図 ３ ） の も の よ り 、 一 層 の 遮 蔽 層 （ 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー
ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 巻 回 層 ） を 設 け た 構 造 の も の （ 図 ４ 、 図 ５ ） 若 し く は 二 層 の 遮 蔽
層 （ 二 層 の 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 巻 回 層 ） を 設 け た 構 造 の も の （ 図

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-32193 A 2006.2.2



６ ） が よ り 放 射 電 力 が 減 少 し て い る こ と が 判 る も の の 、 一 層 の 遮 蔽 層 を 設 け た 構 造 の も の
と 、 二 層 の 遮 蔽 層 を 設 け た 構 造 の も の と の 間 で は 放 射 電 力 に 顕 著 な 差 異 が 認 め ら れ な い こ
と が 判 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 二 層 の 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 巻 回 し た 従 来 の ツ イ ス ト ペ ア
ケ ー ブ ル （ 図 ６ ） と 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル （ 図 ７ ） と を 比
較 す る と 、 第 １ の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に お け る 金 属 箔 の 合 計 厚 は 従 来 の
ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル よ り も 厚 い も の の 、 第 １ の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の
遮 蔽 特 性 が 従 来 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル よ り も 優 れ て い る こ と が 判 る 。 こ れ は 、 第 １ の 実
施 例 に お い て は 、 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を 重 ね 巻 き し た 場 合 、 テ ー プ
の 重 な り 部 分 が 導 通 し て ラ ッ プ 部 分 の 隙 間 が な く な る こ と で 、 当 該 部 分 か ら ノ イ ズ が 漏 れ
る の を 阻 止 し 、 若 し く は 当 該 部 分 か ら ノ イ ズ が 侵 入 す る の を 阻 止 す る こ と が で き 、 ひ い て
は 、 高 い 遮 蔽 効 果 が 得 ら れ る も の と 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の 原 理 か ら す れ ば 、 遮 蔽 層 と し て は 、 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を
一 層 の み ラ ッ プ 巻 き し て も 良 い こ と に な る が 、 一 層 の み の 両 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ
ッ ク テ ー プ の ラ ッ プ 巻 き で は 、 Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 層 よ り 内 側 の 構 造 が
必 ず し も 真 円 で は な い た め 、 ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 曲 げ や 屈 曲 に よ り 、 却 っ て 両 面 金 属
箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の ラ ッ プ 巻 間 に 隙 間 が 生 じ 易 く 、 高 い 遮 蔽 効 果 が 得 ら れ
な い と い う 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 構 成 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に よ れ ば 、 遮 蔽 層 の 二 層 化 お よ び
遮 蔽 層 の 隙 間 の 低 減 を 図 る こ と に よ り 、 遮 蔽 効 果 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 磁 性 体 テ ー プ を 使
用 し た ケ ー ブ ル よ り も 安 価 な ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 述 の 実 施 例 に お い て は 、 内 部 遮 蔽 層 を 片 面 金 属 箔 ラ ミ ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 巻
回 層 で 形 成 し た 場 合 に つ い て 述 べ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 両 面 金 属 箔 ラ ミ
ネ ー ト プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ の 巻 回 層 で 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 前 述 の 実 施 例 に お い て は 、
４ 対 の 対 撚 線 を 使 用 し た 場 合 に つ い て 述 べ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 必 要 に
応 じ て そ の 対 数 を 増 減 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 前 述 の 実 施 例 に お い て は 、 Ｌ Ａ Ｎ 用 ツ
イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル に つ い て 述 べ て い る が 、 本 発 明 は Ｌ Ａ Ｎ 用 と し て 用 い る も の に 限 定 さ
れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 横 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 横 断 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に お け る ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 遮 蔽 特 性 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ９ 】 従 来 の ツ イ ス ト ペ ア ケ ー ブ ル の 横 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ ・ ・ ・ 対 撚 線
４ ・ ・ ・ 遮 蔽 層
　 ４ １ ・ ・ ・ 内 部 遮 蔽 層
　 ４ ２ ・ ・ ・ 外 部 遮 蔽 層
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５ ・ ・ ・ シ － ス
６ ・ ・ ・ 絶 縁 コ ア 線
　 ６ １ ・ ・ ・ 導 体
　 ６ ２ ・ ・ ・ 絶 縁 体

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(7) JP 2006-32193 A 2006.2.2



【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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